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監修：一般社団法人鳴門市医師会・一般社団法人徳島県歯科医師会鳴門市歯科医師会
　　  一般社団法人徳島県薬剤師会鳴門支部・地方独立行政法人徳島県鳴門病院
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●月曜日～土曜日  １８時～翌朝８時
●日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）  ２４時間対応

●医療とくしま（https://anshin.pref.tokushima.jp/med）ホームページ

医療政策課

お願い：受診される場合は事前に電話で確認し、健康保険証をお持ちの上ご利用ください。

※緊急の場合以外は、通常の診療時間内での受診をお願いします。救急医療は、臨時、応急的な措置です。

小児救急医療体制休日夜間救急情報

県内の「休日夜間救急情報」を確認
できます。QRコードからアクセスし、
カレンダーから検索したい日を選択
してください。

徳島県の「小児救急医療体制」の
情報が確認できます。QRコードから
アクセスしてください。

※5ページのフローチャートを確認してください。

徳島の休日夜間救急情報



※5ページのフローチャートを確認してください。



※7ページのフローチャートを確認してください。



※9ページのフローチャートを確認してください。



※11ページのフローチャートを確認してください。



※13ページのフローチャートを確認してください。



誤飲してしまった

子どもが何かを誤飲してしまった時は、何を飲んだか、いつ飲んだか、どれだけの量を
飲んだか、などを確認することが必要です。誤飲してしまったものの種類によって対応
が違うことがあるので注意しましょう。

誤飲したもの
《誤飲してしまった時の対応のポイント》

吐かせないで、至急病院へ

《病院へ行く際のチェックポイント》

水や牛乳を
飲ませる

何も
飲ませない

牛乳は
飲ませない

何も
飲ませない

水や牛乳を
飲ませる

何も
飲ませない

①何を飲んだか　②いつ飲んだか　③どれだけの量を飲んだか　
④顔色が悪いなど、いつもと違うところはないか　⑤けいれんを起こしていないか
⑥意識ははっきりしているか　
などをチェックし、誤飲したものの容器や袋、説明書などを持って行きましょう。

大部分の
医薬品など

たばこ

ナフタリン、
パラジクロル
ベンゼンなど
の防虫剤

除光液、灯油、
ガソリン、
ベンジンなど
の揮発性物質

トイレ用洗剤、
漂白剤などの
強酸・強アル
カリ性物質

ボタン電池

大阪中毒110番

つくば中毒110番

タバコ専用電話

072-727-2499（365日、24時間対応、無料）

029-852-9999（365日、9時～21時対応、無料）

072-726-9922（365日、24時間対応、無料）

化学物質（たばこ、家庭用品など）、医薬品、動植物
の毒などによる中毒事故が実際に起きて、どう対処
したらよいか迷った場合は相談してください。

（公財）日本中毒情報センター　中毒110番

消費者庁「事故防止ハンドブック」引用



1,2滴の水やぬるま湯でダンゴ状にして、お母さんの指先につけて
赤ちゃんのあごや頬の内側や舌の奥の方（味覚が感じにくいとこ
ろ）などに塗りつけ、その後水分を与えましょう。



ただし、古い薬は使わないようにしましょう。（体重や年齢によって
容量が変わるため）



（一社）徳島県歯科医師会鳴門市歯科医師会



健康増進課（母子保健担当）

健康増進課

1 8 9

}

●子育て支援拠点（いずみのひろば）
　　　　　　　　　  幼保連携型認定こども園 I Z U M I 内
●子育て支援拠点（さくらんぼ）  認定こども園さら内

☎ 0 8 8 ー 6 8 7 ー 0 6 1 6

☎ 0 8 8 ー 6 8 5 ー 3 4 5 8

2～3



2018

「かかりつけ医」を持ちましょう！！

できるだけ診療時間内に受診しましょう！！

「かかりつけ医」とは、市民が日常的に診療、健康管理指導を受け、
なんでも相談できる身近な存在で必要に応じて専門医や専門医療機関を

紹介することができる医師をいいます。（鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を地域で守り育む条例解説書より）

「かかりつけ医」は、我が子の大変なときに助けてくれる存在です。

子どもが体調を崩すことはいつも突然に起こります。
何かあったときにいつでも相談できる「かかりつけ医」をもっていることが必要です。
そして、普段から子どもの健康管理や応急処置等についても相談しておきましょう。

医師や看護師等がそろっており、検査その他診療体制が
整っている通常の診察時間内に受診するほうが良いでしょう。
適切な受診は医療の担い手の疲弊を防ぎます。緊急な場合を
除いては、安易な夜間・休日受診を控えましょう。

●

●

●

症状、経過を書いたメモ（症状のわかる写真や動画）　

お薬手帳（飲んでいる薬や名前がわかるもの）

着替え、おむつ、タオル、ティッシュペーパー、ビニール袋など

（鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を守り育む条例第４条より）

徳島県・徳島県医師会「子どもの急病・事故ハンドブック」引用

子どもの症状や様子が
わかる人が付き添いましょう！！

受診時は、子どもの症状や様子、食事の状況などが
わかる人が付き添いましょう。症状説明に役立つように、
次のような内容を整理しておくと便利です。

①どんな症状？ ②いつから？　　
③食事はどうか？ ④家族にも同じ症状がないか？
⑤今までに大きな病気にかかったことがあるか？　　⑥薬や食べ物のアレルギーがないか？

受診の時に持っておくと便利なもの

□健康保険証　□はぐくみ医療証　□母子健康手帳　□診察券



※本文の内容は原則として令和2年1月現在のものです。

平成30年7月　第4版発行
令和 2 年1月　第5版発行

〒772-0003 鳴門市撫養町南浜字東浜24番地2
鳴門ふれあい健康館 1階

鳴門市  健康福祉部健康増進課

鳴門市歯科医師会

もしもの備え

救急箱に薬や医療器具を常備しておくと何かと役に立つので安心です。
救急箱は子どもの手の届かないところに置き、使用期限などを定期的に点検しましょう。

救急車に乗る時や、急いで医療機関を受診しなくてはいけない時に、
ひとまとめにしておくと慌てなくてすみます。また、災害時にも役立ちます。

子どもに気をつけたい食べ物

非常時持ち出しバッグ

救急箱

〈常備しておくと便利な薬など〉
□解熱剤など
□消毒薬
□虫さされ薬・湿疹用のぬり薬
□保湿クリーム（ワセリンなど）
□日焼け止めクリーム（刺激が少ないものを）
□虫よけスプレー（肌にやさしいものを）
□体温計・氷まくら
□使い捨て手袋（感染対策）など

□ばんそうこう
□減菌ガーゼ・包帯・テープ
□脱脂綿
□はさみ
□ピンセット
□スポイト
□鼻吸い器

〈医療機関に持っていくもの〉
□健康保険証
□医療費控除証
□母子健康手帳
□お薬手帳
□体温表など経過の分かるもの

□着替え・オムツ
□ミルク・哺乳びん（乳幼児の場合）
□タオル・ティッシュペーパー
□ビニール袋
□お金

子どもに気をつけたい食べ物は、誤えんに注意するものとして、こんにゃく、大豆、白玉、ミニトマト、
キャンディチーズなどで気管に入りやすく、窒息してしまう可能性があります。その他、ナッツ類は３歳
まであげないようにしましょう。アレルギーに注意する食べ物は、卵、牛乳、小麦、大
豆、ピーナッツ、ソバ、甲殻類、魚介類、キウイなど酵素の強い果実などです。また、ハチ
ミツは乳児ボツリヌス症を引き起こす可能性が高いので、１歳までは食べさせてはいけ
ません。牛乳も１歳を過ぎてからです。生ものも３歳までは与えないようにしましょう。

解熱薬
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徳島県・徳島県医師会「子どもの急病・事故ハンドブック」引用
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徳島県・徳島県医師会「子どもの急病・事故ハンドブック」引用

お子さんの夜間の急病時に、小児救急医療機関へ行った方が良いかどうか
迷ったら「徳島こども救急電話相談」に電話してください。

IP電話、ダイヤル回線等をご利用の場合

携帯電話、プッシュ回線をご利用の場合

TEL.088-621-2365 相談料は
無料ですので
迷ったら電話
しましょう。

小児科医や
看護師が

電話でアドバイス
します。 月曜日～土曜日：午後6時から翌朝8時

日曜日・祝日・年末年始：24時間対応相談時間

徳島こども医療電話相談




